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ごんぼ積み地区

平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 各務原市

1.ごんぼ積みの保存意識の向上・・・・・ごんぼ積みの保存意識を高め、歴史的な町並みの保全を図る。
2.消防活動困難区域の減少・・・・・・・消防活動困難区域を減少させることで、地域住民の安全・安心を確保する。
3.浸水・冠水回数の減少・・・・・・・・排水路などの整備により浸水をなくし、住環境の改善を図る。

（H26当初） （H28末） （H30末）
家の建て替えや新しく家を建てる時にごんぼ積みを残したいと考える地域住民の割合

33％ - 50％

本地区全体面積のうち幅員6m以上の道路から140m以上離れた区域の割合
5.4％ - 0.2％

床上・床下浸水および道路冠水が1年間に発生する回数
10回/年 - 2回/年

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 各務原市 直接 川島西部地区都市再生整備事業 各務原市 104

合計 104

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

平成30年12月19日

一体的に実施することにより期待される効果

費用便益比

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

番号

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

各務原市 道路等　37ha

事業者
要素となる事業名

０百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

（事業箇所）

０百万円

交付対象事業

0.0%

費用便益比市町村名
全体事業費
（百万円）

（参考様式２）社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の目標

重点配分対象の該当

大目標：歴史的資源と共存した良好な住環境の整備
目標1：本地区固有のごんぼ積みを生かした歴史的町並みを保全する。
目標2：災害時や緊急時における安全・安心を確保する。
目標3：近年頻発している短時間の集中豪雨に対応した都市施設を整備する。

104百万円 Ａ
104百万円（内提案事業

費分2百万円） ０百万円 Ｃ Ｄ



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

0 0

H27 H28

0

不用額
（h = c+d-e-f）

0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0%

0 0

0 5

交付額
（c=a+b）

2

計画別流用
増△減額
（b）

0 0 0 △ 110

H30

配分額
（a）

2 10 16 18

H29

6

H26

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

10 16 7

前年度からの繰越額
（d）

2

支払済額
（e）

5

翌年度繰越額
（f）

4

-

0 0 5

うち未契約繰越額
（g）

6

2

6 2 5 19

0 0

- - -

0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0



（参考様式３）参考図面（社会資本整備総合交付金）

計画の名称 ごんぼ積み地区

計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 各務原市交付対象



都市再生整備計画（第4回変更）

川島
か わ し ま

西部
せ い ぶ

地区
ち く

岐阜県
ぎ ふ け ん

　各務原市
か か み が は ら し

平成30年12月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 37 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成26年度 平成30年度

％ 平成26年度 平成30年度

回/年 平成26年度 平成30年度23.浸水・冠水回数の減少 床上・床下浸水および道路冠水が1年間に発生する回数 排水路などの整備により浸水をなくし、住環境の改善を図る。 10

50

2.消防活動困難区域の減少
本地区全体面積のうち幅員6m以上の道路から140m以上
離れた区域の割合

消防活動困難区域を減少させることで、地域住民の安全・安心を
確保する。

5.4 0.2

1.ごんぼ積みの保存意識の向上
家の建て替えや新しく家を建てる時にごんぼ積みを残した
いと考える地域住民の割合

ごんぼ積みの保存意識を高め、歴史的な町並みの保全を図る。 33

　・ごんぼ積みの必要性や住民の保存意識が低下していることから、ごんぼ積みに対する意識啓発を行う必要がある。
　・ごんぼ積みを保全するためには人口流出を防ぐ必要があり、そのためには良好な住環境を整備する必要がある。
　・災害時や緊急時における緊急車両など進入が困難となっていることから、アクセス性を向上させるための道路整備が必要がある。
　・浸水や冠水により住民の生活に支障をきたしていることから、排水路などの施設を整備する必要がある。

（各務原市都市計画マスタープラン）
　・「ごんぼ積み集落周辺地区」として、防災性の向上を図るとともに、ごんぼ積みに挟まれた路地等が織り成す川中島特有の景観を生かしたまちづくりを進める。
（各務原市第2次新総合計画）
　・安全・安心の都市づくりにあたり、迅速な消防活動が可能となるよう消防水利を整備する。
（各務原公共下水道事業全体計画）
　・当地区は、「北山排水区」として位置づけられており、将来的に雨水幹線を整備を進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 岐阜県 各務原市 川島西部地区

計画期間 交付期間 30

大目標：歴史的資源と共存した良好な住環境の整備
目標1：本地区固有のごんぼ積みを生かした歴史的町並みを保全する。
目標2：災害時や緊急時における安全・安心を確保する。
目標3：近年頻発している短時間の集中豪雨に対応した都市施設を整備する。

　本地区は、各務原市川島地区の西部に位置する。川島地区は、木曽川の中に浮かぶ「川中島」であり、過去には木曽川の氾濫による水害が度々発生していた。このような状況の中、特に川島地区の最下流に位置する北山町・渡町では、「ごんぼ積み」
と呼ばれる石積みの直上に建物が建てられており、石積みと建物壁面が揃った風情ある路地が多く残されている。ごんぼ積みは江戸時代から続く本地区固有の歴史・文化であり、ごんぼ積みと共に生活してきた当地区の町並みを保全し、その歴史と価
値を後世に伝承することが重要である。現在は、各務原市景観計画により重点風景地区に指定（平成24年8月1日より）され、建築物等の高さや色彩などの制限をしている。
（本地区の現状）
　・木曽川の堤防が整備され河川の氾濫がなくなったことにより、ごんぼ積みの必要性が薄れてきている。
　・本地区は狭隘な道路が多く、ごんぼ積み家屋の建て替え時などにはセットバックの必要性が生じるため、歴史的価値のあるごんぼ積みが消滅してしまうことが懸念される。
　・狭隘な道路が多いことにより地区内に消防活動困難区域が存在している。
　・地区内を東西に流れる排水路は、流下能力が不足しており年に数回溢れている。また、当排水路の影響により周辺の排水処理が適切に行われていない。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動

　
　　・住民・行政協働で定期的なﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等の開催を行い、ごんぼ積み保存意識の向上を図る取組みの検討を継続。

方針に合致する主要な事業
・ごんぼ積みの歴史的価値を周知することで保存意識を高め、歴史的な町並みを保全する。
　ごんぼ積みの歴史的価値について、情報板を設置し広く周知し、地域住民のごんぼ積みに対する意識啓発を行う。また、情報板の設置を通じて保存意
識を高めることで、歴史的な町並みを保全する。また、来訪者が楽しく快適に散策ができるようにごんぼ積み地区を周遊できる散策路を整備する。

■基幹事業　新設道路整備（道路）
■基幹事業　ごんぼのまちなみ修景整備（高質空間形成施設（カラー舗装））
■基幹事業　ごんぼのまちなみ散策路整備（地域生活基盤施設（情報板））

・緊急車両の進入を容易にし消防活動困難区域を解消することで、地域住民の安全・安心を確保する。
　本地区内は狭隘な道路が多く緊急車両の進入が困難となっている区域があることから、新たな道路を整備し緊急車両のアクセスを容易にすることで、
消防活動困難区域の解消を図り、地域住民の安全・安心を確保する。

■基幹事業　市道川40号線整備（道路）
■基幹事業　新設道路整備（道路）
■基幹事業　市道川2272号線整備（道路）

・近年の集中豪雨により頻発している浸水や冠水を解消し、良好な住環境を整備する。
　流下能力が不足している排水路や排水施設が整備されていない路線について、適切な排水施設を整備することで浸水や冠水を解消する。

■基幹事業　市道川40号線整備（道路）
■基幹事業　市道川2268号線整備（道路）
■基幹事業　市道川2369号線整備（道路）
■基幹事業　市道川2272号線整備（道路）
○関連事業　北山雨水幹線整備事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 各務原市 直 L=190m 26 26 26 26 2 2 2 2 －

道路 各務原市 直 L=240m 26 30 26 30 84 84 84 0 84 －

道路 各務原市 直 L=60m 26 27 26 27 1 1 1 0 1 －

道路 各務原市 直 L=210m 26 27 26 27 3 3 3 0 3 －

道路 各務原市 直 L=10m 29 30 29 30 1 1 1 0 1 －

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設（情報板） 各務原市 直 N=1箇所 27 27 27 27 1 1 1 1 －

各務原市 直 L=460m 29 29 29 29 10 10 10 10 －

高次都市施設

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

既存建造物活用事業

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 102 102 102 102 － …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

各務原市 直 － 30 30 30 30 2 2 2 2

合計 2 2 2 2 …B

合計(A+B) 104

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

各務原市 各務原市 ○ 28 34

合計 0

交付期間内事業期間

所管省庁名事業箇所名

細項目
直／間事業

（参考）事業期間

北山雨水幹線整備事業

事業活用調
査

事業期間（いずれかに○）
規模事業主体

地域創造
支援事業

事業効果分析調査

まちづくり活
動推進事業

川島北山町・渡町

全体事業費

ごんぼのまちなみ修景整備

事業箇所名

0

事業

0

0

規模事業主体

0

市道川2268号線整備

国費率 0.4

うち民負担分

41.7

市道川2272号線整備

市道川2369号線整備

0

新設道路整備

事業 事業箇所名 規模直／間
交付期間内事業期間（参考）事業期間

事業主体

市道川40号線整備

ごんぼのまちなみ散策路整備 0

交付対象事業費 104 交付限度額

細項目 うち民負担分

高質空間形成施設（カラー舗装）

住宅市街地
総合整備
事業



都市再生整備計画の区域

川島西部地区（岐阜県各務原市） 面積 37 ha 区域 川島西部地区



ごんぼ積みの保存意識の向上 （　％　） 33(％) （26年度） → 50(％) （30年度）

消防活動困難区域の減少 （　％　） 5.4（％） （26年度） → 0.2（％） （30年度）

浸水・冠水回数の減少 （　回/年　） 10（回） （26年度） → 2（回） （30年度）

　川島西部地区（岐阜県各務原市）　整備方針概要図

目標 歴史的資源と共存した良好な住環境の整備
代表的な

指標

0 100 20050

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

1/5,000

■基幹事業 道路
市道川40号線整備 L=240m

■基幹事業 道路
新設道路整備 L=190m

■基幹事業 地域生活基盤施設（情報板）
ごんぼのまちなみ散策路整備 N=1箇所

■基幹事業 高質空間形成施設（カラー舗装）
ごんぼのまちなみ修景整備 L=460m

□提案事業 事業活用調査
事業効果分析調査

□関連事業
北山雨水幹線整備事業

■基幹事業 道路
市道川2268号線整備 L=210m

■基幹事業 道路
市道川2369号線整備 L=60m

■基幹事業 道路
市道川2272号線整備 L=10m


